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栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会第62回　
今
年
で
六
十
二
回
目
を
数
え
る
県
教
研

大
会
。
七
月
三
十
日
（
木
）
か
ら
三
十
一

日
（
金
）
に
か
け
て
栃
木
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
な
ら
び
に
宇
都
宮
市
内
各
会
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
暑
さ

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
県
内
各
地
か
ら

百
七
十
七
園
、
千
三
百
六
十
名
の
先
生
方

が
参
加
し
有
意
義
な
研
究
・
研
修
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
第
一
日
目
は
式
典
と
講
演
と
公
演
会
、

第
二
日
目
は
十
七
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

研
修
し
た
。

  
開 
会 

式

　
あ
い
さ
つ
（
要
約
）

栃
幼
連
理
事
長　

石
嶋
　
勇

　

日
頃
か
ら
教
育
・

保
育
の
現
場
で
奮
闘

さ
れ
て
い
る
先
生
方

心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
よ
り
「
子
ど
も
・
子

育
て
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
幼
児
教
育

が
変
わ
り
ゆ
く
中
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
し
て
い
く
幼
稚
園
も
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
制
度
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
各
園
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
が
、
連
合
会
と
し
て
は
、

加
盟
園
の
悩
み
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

選
ば
れ
た
道
に
つ
い
て
も
団
体
と
し
て
振

興
活
動
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。ま
た
、

政
府
の
施
策
と
し
て
も
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
が
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
全
日
私

幼
連
も
着
実
に
進
む
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
知
事
祝
辞
（
要
約
）

　
栃
木
県
知
事　

福
田
　
富
一

　

ま
ず
、
教
育
功
労

受
彰
者
・
永
年
勤
続

表
彰
を
受
彰
さ
れ
た

方
々
に
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
中
略
…
）
全
国
知
事
会
で
人
口
減
少
社

会
や
少
子
化
社
会
を
ど
う
克
服
し
て
い
く

か
を
議
論
し
ま
し
た
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
栃
木

県
は
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
次
世
代
の
子
ど
も
達
を

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
が
、
こ
の
中
核
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
の
が
県
内
の
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
の
先
生
方
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
県
も
社
会
的
使
命
を
認
識
し
幼
児
教

育
の
振
興
や
子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
い

き
た
い
の
で
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
来
賓

県
知
事
福
田
富
一
様
、県
議
会
元
議
長
三
森
文
徳
様
、

県
教
育
委
員
会
教
育
長
古
澤
利
通
様
、
県
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
長
森
田
浩
子
様
、
県
保
健
福
祉
部
こ
ど
も

政
策
課
長
小
竹
欣
男
様
、
同
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

班
長
横
田
公
宏
様
、
同
主
事
根
本
裕
子
様
、
宇
都
宮

市
子
ど
も
部
長
川
中
子
武
保
様

  

表 

彰受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
栃
幼
連 

幼
稚
園
教
育
功
労
者
表
彰

　

幼
稚
園
教
育
振
興
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

　
　

吉
羽 　

徹
︵
高
ノ
台
幼
稚
園
︶

　
　

福
本 

光
夫
︵
西
那
須
野
幼
稚
園
︶

　

幼
稚
園
教
育
研
究
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

　
　

前
田 

和
子︵
認
定
こ
ど
も
園
友
愛
幼
稚
園
︶

　
　

栗
田 

英
子︵
認
定
こ
ど
も
園
黒
羽
幼
稚
園
︶

●
栃
幼
連 

永
年
勤
続
表
彰

五
十
年
表
彰 

三
名　

四
十
年
表
彰 

十
名

三
十
年
表
彰 

五
名　

二
十
年
表
彰 

二
十
三
名

十
年
表
彰 

五
十
六
名

総額 104,822円

御 礼
　県大会全体会にて
ご依頼差し上げまし
た「福島県私立幼稚
園連合会」への義捐
金に多くの皆様から
ご協力いただきまし
たこと、心より御礼
申し上げます。

「基本的生活習慣と親子の愛
着関係が子どもの将来を決
める」
講師：東北大学加齢医学研究所 
　　　　所長　川島 隆太 氏

「ミツル＆りょうた
コンサート
〜楽しいうたと体操で、
みんな笑顔〜」 
出演：ミツル＆
　　　　りょうた

  講 演 会
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1分科会

2分科会

3分科会

4分科会9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

5分科会

6分科会

7分科会17分科会

日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

どのような時、やさしさや思
いやりが育つのか、思いやり
が育つためにはどんな援助が
必要か学ぶことができた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもたちのやさしさや思いやりの育ち（82名）

食育とは、食に関しての事だ
けでなく５領域がかかわって
おり、アレルギーの対応も全
職員で共通理解を持つように
していきたいと思った。

参加者の声

「健康」領域に位置づく食育について
 食物アレルギーを含めて考える（69名）

宮里　暁美（十文字学園女子大学・教授）
大久保智子（やすづか幼稚園・副園長）

今、子ども達に何が育ってい
るか、何を育てたいかを考え
ながら、個々の関わりを深め
られる保育を心掛けたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

協同的なあそびと学び（75名）

木下　光二（鳴門教育大学・大学院教授）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

どのような連携をすればよい
のか分かり、連携の重要性を
再認識した。（連携の現状・内
容を含む）

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼小の連携と幼稚園教育のあり方（74名）

河田　　隆（宇都宮共和大学・教授）
上野　和彦（にのみや認定こども園・園長）

助 言 者
コーディネーター

幼児期の運動あそび！（97名）
日頃の保育を充実させる重
要性と、公開保育のメリットが
わかった。また、分科会で行っ
たワークがとても為になっ
た。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

「公開保育」研究
～楽しく・意義ある公開保育を行うために～（32名）

預かり保育は子育て支援の
一環であり、異年齢交流によ
る学びを大切にしていきた
い。

助 言 者
コーディネーター

川田　容子（管理栄養士・佐野短期大学・非常勤講師）
中川　　文（清滝寺幼稚園・主任）

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

預かり保育・再考（33名）

吉田　正幸（株式会社保育システム研究所・代表）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・園長）

現代から未来にむけて子ども
が減少する中で自園がどうい
う方向性をもって進んでいく
のか考える時間になりました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

認定こども園の「総合施設」機能
充実させ地域から必要とされる園作り（56名）

小林　研介（呑竜幼稚園・園長）
山荷フサ子（作新学院幼稚園・副園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（57名）

鮫島　良一（鶴見大学短期大学部・講師）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

「仕立て」「見立て」「製作」
「制作」の違いに目からウロコ
だった。指導ではない声掛け
の大切さを改めて感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

個を伸ばす絵画指導・造形指導
（教材の選び方・声のかけ方等）（91名）

その子が今何を求めている
のかを理解し、信頼関係を築
いていく大切さを改めて学ん
だ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育
（気になる幼児の理解と支援）（97名）

秋場美智子（元栃木県発達障害者支援センタ ・̶臨床心理士）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

支援児がいることをマイナス
に考えずに、子どもや自分自
身が成長できる場だと認識し
て保育をしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における関係機関との連携と
個別の指導計画・支援計画（58名）

新規採用幼稚園教諭研修（242名）

迫田　圭子（社会福祉法人あすみ福祉会茶々保育園・理事兼統括園長）
海沼　和代（社会福祉法人あすみ福祉会茶々保育園・園長）
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

０～２歳児の関わり方、発達を
促す環境構成の大切さを学
んだ。

助 言 者

コーディネーター 参加者の声

０･１･２歳児の発達と保育
～発達に即した環境構成について考える～（58名）

市川　　舞（宇都宮共和大学・講師）
大中　清見（法得幼稚園・園長）

子どもの自我の芽生えや葛
藤を見のがさずその子一人
一人に望ましい対応や理解を
深めることが大切であると学
んだ。分かろうとすることは
出来るので援助（見守ったり
寄り添ったり介入のタイミン
グを考えたり）を見直して保
育に活かしたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心が動いている時・こころの成長を感じた時（53名）

浪間　　亮（株式会社ヒューマンリスペクト・インストラクター）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

マインドマップで心のバケツ
を満たして「ありがとう」を意
識しながら、少し頑張ればで
きる目標を持ち続けたいと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育者のメンタルヘルスについて（60名）

守　　　巧（東京家政大学・講師）
田名網優子（明星幼稚園・教諭）

２歳児の特性がよくわかり、と
ても勉強になった。（守先生の
お話が現場での経験を踏ま
えていてわかりやすかった。）

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

満３歳児保育の計画と工夫（73名）

（詳細はP.7）

　21世紀をになっていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験
を通じて、豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよ
う、２日目は、17の分科会に分かれて研究・研修にあたった。
　各分科会の話題提起者と会場は下記のとおり。

近澤　美奈（認定こども園市貝たいよう幼稚園・教諭）
柳澤　未希（高ノ台幼稚園・教諭）
小林麻衣子（愛泉幼稚園・教諭）
藤間　亮太（法得幼稚園・教諭）
阿見　聖美（すぎのこ幼稚園認定こども園・教諭）
小池　美香（聖家幼稚園・教諭）
大高　悠佳（さくら認定こども園さくら幼稚園・学年主任）
岡村日出子（認定しらゆりこども園・施設長）
島田麻理恵（岩舟幼稚園・教諭）
日向野智代（都賀幼稚園・教諭）
渡辺　純子（認定こども園育成館幼稚園・保育教諭）
小澤　直美（明星幼稚園・教諭）
青木　律子（矢板市教育委員会・副主幹兼指導主事）
小池　栄子（釡井台幼稚園・教頭）
田﨑　容子（平出むつみ幼稚園・園長）
池田　啓子（城山中央小学校・教務主任）
石井　亜希（足利さくら幼稚園・教諭）
須永　黎子（足利しらゆり幼稚園・副園長）
〔パネラー〕
岩渕千鶴子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・園内教頭）
坂本　修子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・研究主任）
柴山　洋子（呑竜幼稚園・教諭）

県総合文化センター

県総合文化センター

二荒山会館

コンセーレ

コンセーレ

二荒山会館

パルティ

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

コンセーレ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

栃木県幼稚園教育研究大会
第62回
栃木県幼稚園教育研究大会
第62回

話題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

二荒山会館
コンセーレ
ホテルニューイタヤ
県総合文化センター
ニューみくら

11
12
13
14
15

会　場分科会
●講座部門

作新学院幼稚園
栃木県総合教育センター

16
17

会　場分科会
●免許更新、新採研

栃木県幼稚園教育研究大会
第62回

日目
2

木村　壽子（足利短期大学・教授）
井上　智賀（旭幼稚園・園長）

岡　　　健（大妻女子大学・教授）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園・副園長）

上原　芳枝（特定非営利活動法人発達支援機関リソースセンターone・代表理事）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

講話：県総務部人権教育室 指導主事・幼児教育センター 指導主事
演習：大出　廣志（みずほ幼稚園）　　田崎由里恵（中鶴田幼稚園）
　　　佐々木桐子（萌丘幼稚園）　　　人見　将之（足利さくら幼稚園）
　　　館野　富美（大平みなみ幼稚園）  常川　幸子（薬師寺幼稚園）
　　　髙村　恒子（認定こども園仁神堂幼稚園）  渡辺佳緒里（今市中央幼稚園）
　　　鈴木麻由美（氏家幼稚園）　　　高野　直子（ひかり幼稚園）

子どもたちに応じた環境や
楽しくできる促しの配慮と、
幼児期の運動の大切さを学
んだ。

参加者の声
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日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

どのような時、やさしさや思
いやりが育つのか、思いやり
が育つためにはどんな援助が
必要か学ぶことができた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもたちのやさしさや思いやりの育ち（82名）

食育とは、食に関しての事だ
けでなく５領域がかかわって
おり、アレルギーの対応も全
職員で共通理解を持つように
していきたいと思った。

参加者の声

「健康」領域に位置づく食育について
 食物アレルギーを含めて考える（69名）

宮里　暁美（十文字学園女子大学・教授）
大久保智子（やすづか幼稚園・副園長）

今、子ども達に何が育ってい
るか、何を育てたいかを考え
ながら、個々の関わりを深め
られる保育を心掛けたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

協同的なあそびと学び（75名）

木下　光二（鳴門教育大学・大学院教授）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

どのような連携をすればよい
のか分かり、連携の重要性を
再認識した。（連携の現状・内
容を含む）

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼小の連携と幼稚園教育のあり方（74名）

河田　　隆（宇都宮共和大学・教授）
上野　和彦（にのみや認定こども園・園長）

助 言 者
コーディネーター

幼児期の運動あそび！（97名）
日頃の保育を充実させる重
要性と、公開保育のメリットが
わかった。また、分科会で行っ
たワークがとても為になっ
た。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

「公開保育」研究
～楽しく・意義ある公開保育を行うために～（32名）

預かり保育は子育て支援の
一環であり、異年齢交流によ
る学びを大切にしていきた
い。

助 言 者
コーディネーター

川田　容子（管理栄養士・佐野短期大学・非常勤講師）
中川　　文（清滝寺幼稚園・主任）

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

預かり保育・再考（33名）

吉田　正幸（株式会社保育システム研究所・代表）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・園長）

現代から未来にむけて子ども
が減少する中で自園がどうい
う方向性をもって進んでいく
のか考える時間になりました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

認定こども園の「総合施設」機能
充実させ地域から必要とされる園作り（56名）

小林　研介（呑竜幼稚園・園長）
山荷フサ子（作新学院幼稚園・副園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（57名）

鮫島　良一（鶴見大学短期大学部・講師）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

「仕立て」「見立て」「製作」
「制作」の違いに目からウロコ
だった。指導ではない声掛け
の大切さを改めて感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

個を伸ばす絵画指導・造形指導
（教材の選び方・声のかけ方等）（91名）

その子が今何を求めている
のかを理解し、信頼関係を築
いていく大切さを改めて学ん
だ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育
（気になる幼児の理解と支援）（97名）

秋場美智子（元栃木県発達障害者支援センタ ・̶臨床心理士）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

支援児がいることをマイナス
に考えずに、子どもや自分自
身が成長できる場だと認識し
て保育をしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における関係機関との連携と
個別の指導計画・支援計画（58名）

新規採用幼稚園教諭研修（242名）

迫田　圭子（社会福祉法人あすみ福祉会茶々保育園・理事兼統括園長）
海沼　和代（社会福祉法人あすみ福祉会茶々保育園・園長）
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

０～２歳児の関わり方、発達を
促す環境構成の大切さを学
んだ。

助 言 者

コーディネーター 参加者の声

０･１･２歳児の発達と保育
～発達に即した環境構成について考える～（58名）

市川　　舞（宇都宮共和大学・講師）
大中　清見（法得幼稚園・園長）

子どもの自我の芽生えや葛
藤を見のがさずその子一人
一人に望ましい対応や理解を
深めることが大切であると学
んだ。分かろうとすることは
出来るので援助（見守ったり
寄り添ったり介入のタイミン
グを考えたり）を見直して保
育に活かしたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心が動いている時・こころの成長を感じた時（53名）

浪間　　亮（株式会社ヒューマンリスペクト・インストラクター）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

マインドマップで心のバケツ
を満たして「ありがとう」を意
識しながら、少し頑張ればで
きる目標を持ち続けたいと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育者のメンタルヘルスについて（60名）

守　　　巧（東京家政大学・講師）
田名網優子（明星幼稚園・教諭）

２歳児の特性がよくわかり、と
ても勉強になった。（守先生の
お話が現場での経験を踏ま
えていてわかりやすかった。）

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

満３歳児保育の計画と工夫（73名）

（詳細はP.7）

　21世紀をになっていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験
を通じて、豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよ
う、２日目は、17の分科会に分かれて研究・研修にあたった。
　各分科会の話題提起者と会場は下記のとおり。

近澤　美奈（認定こども園市貝たいよう幼稚園・教諭）
柳澤　未希（高ノ台幼稚園・教諭）
小林麻衣子（愛泉幼稚園・教諭）
藤間　亮太（法得幼稚園・教諭）
阿見　聖美（すぎのこ幼稚園認定こども園・教諭）
小池　美香（聖家幼稚園・教諭）
大高　悠佳（さくら認定こども園さくら幼稚園・学年主任）
岡村日出子（認定しらゆりこども園・施設長）
島田麻理恵（岩舟幼稚園・教諭）
日向野智代（都賀幼稚園・教諭）
渡辺　純子（認定こども園育成館幼稚園・保育教諭）
小澤　直美（明星幼稚園・教諭）
青木　律子（矢板市教育委員会・副主幹兼指導主事）
小池　栄子（釡井台幼稚園・教頭）
田﨑　容子（平出むつみ幼稚園・園長）
池田　啓子（城山中央小学校・教務主任）
石井　亜希（足利さくら幼稚園・教諭）
須永　黎子（足利しらゆり幼稚園・副園長）
〔パネラー〕
岩渕千鶴子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・園内教頭）
坂本　修子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・研究主任）
柴山　洋子（呑竜幼稚園・教諭）

県総合文化センター

県総合文化センター

二荒山会館

コンセーレ

コンセーレ

二荒山会館

パルティ

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

コンセーレ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

栃木県幼稚園教育研究大会
第62回
栃木県幼稚園教育研究大会
第62回

話題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

二荒山会館
コンセーレ
ホテルニューイタヤ
県総合文化センター
ニューみくら

11
12
13
14
15

会　場分科会
●講座部門

作新学院幼稚園
栃木県総合教育センター

16
17

会　場分科会
●免許更新、新採研

栃木県幼稚園教育研究大会
第62回

日目
2

木村　壽子（足利短期大学・教授）
井上　智賀（旭幼稚園・園長）

岡　　　健（大妻女子大学・教授）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園・副園長）

上原　芳枝（特定非営利活動法人発達支援機関リソースセンターone・代表理事）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

講話：県総務部人権教育室 指導主事・幼児教育センター 指導主事
演習：大出　廣志（みずほ幼稚園）　　田崎由里恵（中鶴田幼稚園）
　　　佐々木桐子（萌丘幼稚園）　　　人見　将之（足利さくら幼稚園）
　　　館野　富美（大平みなみ幼稚園）  常川　幸子（薬師寺幼稚園）
　　　髙村　恒子（認定こども園仁神堂幼稚園）  渡辺佳緒里（今市中央幼稚園）
　　　鈴木麻由美（氏家幼稚園）　　　高野　直子（ひかり幼稚園）

子どもたちに応じた環境や
楽しくできる促しの配慮と、
幼児期の運動の大切さを学
んだ。

参加者の声



122号

04

内
容

　
「
保
育
に
活
か
す
人
形
劇
表
現
活
動
」

講
師　

佐
野
短
期
大
学
非
常
勤
講
師　

加
藤 

美
智
子 

氏

　

人
形
劇
「
ア
ト
リ
エ
ビ
ッ
キ
」

を
主
催
、
ま
た
演
劇
集
団
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
加
藤
美
智
子
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
参
加

者
全
員
が
実
際
に
、
ウ
サ

ギ
・
キ
ツ
ネ
・
パ
ン
ダ
の

軍
手
人
形
を
製
作
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
縫
い

方
や
細
か
い
部
分
の
取
り

付
け
方
法
な
ど
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
ご
指
導
く
だ
さ

り
、
裁
縫
が
苦
手
な
受
講

者
も
戸
惑
う
こ
と
な
く
楽

し
み
な
が
ら
製
作
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

軍
手
人
形
の
持
ち
方
や

傾
け
方
、
手
の
動
か
し
方
な
ど
、
動
き
の

基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
同
士

で
出
来
上
が
っ
た
軍
手
人
形
を
使
っ
て
、

挨
拶
や
会
話
を
実
際
に
演
じ
て
み
た
。
会

場
内
が
笑
顔
と
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。

　

最
後
は
、
加
藤
先
生
が
人
形
劇
を
披
露

し
て
く
だ
さ
り
、
間
を
繋
ぐ
と
き
や
次
の

活
動
に
移
る
と
き
な
ど
、
明
日
か
ら
の
保

育
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
を
、
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
二
時
間
だ
っ
た
。

　
教
頭
・
主
任
研
修

期
日　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日

会
場　

東
京
学
芸
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　
　
　

 （
小
金
井
園
舎
）
視
察
研
修

参
加　

三
十
一
名

テ
ー
マ　
「
記
録
を
保
育
に
活
か
す
」

　

今
回
の
研
修
は
移
動
中
バ
ス
の

中
で
幼
稚
園
の
記
録
ビ
デ
オ
を
見

　
青
年
部
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
九
日
（
月
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加　

十
九
名

講
師　

八
田 

哲
夫 
氏

（
日
本
経
営
教
育
研
究
所　

取
締
役
）

　

八
田
先
生
の
講
演
は
「
新
時
代

型
人
財
育
成
論
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
メ
ソ
ッ
ド
」
の
テ
ー
マ
で
行
っ

た
。

　

私
立
園
に
と
っ
て

最
も
大
切
な
こ
と
は

評
判
で
あ
り
、
評
判

が
満
足
を
与
え
口
コ

ミ
を
作
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
の
元
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
良
い

評
判
を
ど
う
作
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
良
い
評
判
は
亀
の
よ
う
に
進
む
し
、

悪
い
評
判
は
一
瞬
で
一
人
歩
き
す
る
。

　

評
判
は
ど
う
作
る
か
。
そ
れ
は
次
の
四

点
。
シ
ン
プ
ル
で
見
え
る
結
果
が
で
て
い

る
。
他
園
と
の
圧
倒
的
な
差
が
あ
る
。
差

を
作
り
出
す
人
材
（
人
財
）。
人
が
作
り

出
す
雰
囲
気
や
園
風
。
こ
れ
ら
で
評
判
は

出
来
て
い
く
。

　

人
材
育
成
と
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の

も
と
に
行
わ
れ
る
。
五
年
後
十
年
後
に
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
ど
う
な
り
た
い
か
。

そ
れ
を
職
員
に
伝
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

ビ
ジ
ョ
ン
は
見
え
る
結
果
で
し
か
伝
わ
ら

な
い
。
違
い
を
出
し
て
い
く
こ
と
。
ど
う

「
見
え
る
化
」
し
て
い
く
か
。

　

あ
の
園
に
い
っ
た
ら
こ
う
な
っ
た
、
と

「
見
え
る
化
」
し
て
い
く
か
。

　

他
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
、
人
材

育
成
に
つ
い
て
な
ど
、
非
常
に
内
容
も
濃

く
、
二
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
短

時
間
に
感
じ
ら
れ
た
。
参
加
者
は
得
る
も

の
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日（
月
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加　

百
四
十
名　
　

内
容　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

　
　
　
　

   

度
に
つ
い
て
」

講
師　

　

栃
木
県　

保
健
福
祉
部

　

こ
ど
も
政
策
課 

副
主
幹  

大
根
田 

敦 

氏

　
　
　
　
　
　
　

 

係　

長  

野
中 

延
寿 

氏

（
は
じ
め
に
）

　

今
年
度
か
ら
正
式
に
「
こ
ど
も

政
策
課
」が
窓
口
に
な
っ
た
が
、「
文

書
学
事
課
」
か
ら
の
一
部
異
動
も
あ
り
、

こ
ど
も
政
策
課
と
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
が
、
各
園

で
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を

と
の
話
が
あ
っ
た
。

特
に
今
後
は
、
よ
り

メ
ー
ル
で
の
や
り
取

り
が
増
え
、
文
書
の

や
り
取
り
は
極
力
抑

え
る
こ
と
に
な
る
と

の
話
が
あ
っ
た
。

⑴
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

※
既
に
こ
の
四
月
か
ら
新
制
度
に
よ
る
対

応
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
安
定
し

た
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
ま

だ
ま
だ
手
続
き
が
煩
雑
な
こ
と
で
、
該

当
の
園
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
費
用
等
の
計
算
も
落
ち
着
い

て
く
る
時
期
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
安

定
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

※
今
後
新
制
度
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い

る
園
は
昨
年
度
よ
り
各
種
の
締
め
切
り

等
が
早
く
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
！

　

・
プ
レ
申
請
も
本
申
請
も
早
い
予
定

【
注
】・
宇
都
宮
市
と
他
市
町
で
の
動
き
確
認

　
　

・
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
移
行
予

定
の
場
合
、
認
可
外
保
育
施
設
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
認
可
定
員
等

の
計
算
し
直
し
が
必
要

　
　

・
会
計
処
理
項
目
の
確
認
が
必
要

⑵
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

　

①
学
校
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正

　

・
平
成
二
十
八
年
予
算
段
階
で
関
わ
る

　

②
保
育
士
等
資
格
取
得
支
援
事
業

　

③
幼
稚
園
耐
震
化
促
進
事
業
の
補
助
制
度

・
安
心
こ
ど
も
基
金
と
今
後
の
交
付
金

の
在
り
方
に
つ
い
て
追
加
説
明

　

④
そ
の
他
障
が
い
児
保
育
関
わ
り
に
つ
い
て

⑶
全
体
に
対
す
る
質
疑

　

・
交
付
金
の
点　
　

・
補
助
金
の
点

　

・
非
課
税
の
部
分　

・
入
札
関
連

※
新
制
度
そ
の
も
の
も
分
か
ら
な
い
部
分

も
多
く
、
現
場
も
混
乱
し
て
い
る
段
階

の
た
め
、
新
制
度
移
行
の
園
も
従
来
の

私
学
の
園
も
、
よ
り
情
報
交
換
を
重
ね

て
、
今
後
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

⑷
追
加
連
絡

・
振
興
財
団
か
ら
の
報
告
と
今
後
に
つ

い
て

　
　
　

金
子
耀
誉
理
事
長

【
内
容
】
公
益
法
人
化
の
確
認
、
退
職
金
、

　
　
　

  

資
金
運
用
、
自
助
努
力
等

※
難
し
い
言
葉
が
並
ん
だ
が
、
新
制
度
問

題
と
あ
い
ま
っ
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
点
で
あ
る
。

　
平
成
二
七
年
度

　
第
一
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日（
木
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
三
十
六
名
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て
行
く
所
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

午
前
中
は
、
各
ク

ラ
ス
の
保
育
や
保
育

室
の
環
境
な
ど
を
保

育
参
観
・
施
設
見
学

と
な
っ
た
。
各
学
年

に
会
わ
せ
て
園
庭
が

分
か
れ
て
お
り
、
子

ど
も
主
体
の
遊
び
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

午
後
は
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
幼
稚
園

で
実
際
に
行
っ
て
い
る
記
録
に
つ
い
て
副

園
長
田
代
幸
代
先
生
の
講
話
を
い
た
だ

く
。記
録
を
ま
と
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

様
々
な
記
録
の
取
り
方
が
あ
り
、
メ
リ
ッ

ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。日
案
で
は
個
々

を
成
長
と
ら
え
る
も
の
、
遊
び
を
中
心
に

記
録
を
と
る
も
の
な
ど
様
々
。
週
案
・
月

案
の
記
録
の
仕
方
な
ど
。
そ
の
園
に
あ
っ

た
記
録
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
記

録
を
保
育
に
活
か
す
た
め
に
は
、
目
的
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
子
の
成

長
へ
も
つ
な
が
り
、
保
育
者
自
身
の
資
質

向
上
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
。
参
加
者

一
同
実
の
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。

 

　「
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修
」

期
日　

平
成
二
十
七
年
七
月
八
日（
水
）

会
場　

二
荒
山
会
館

参
加　

百
十
三
名

テ
ー
マ

「
て
い
ね
い
な
ま
な
ざ
し
」
で
み
る
乳

幼
児
保
育

講
師　

　

東
京
家
政
大
学
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム

　

主
任　
井
桁 

容
子 

氏

　

〇
・
一
・
二
歳
児
の
保
育
の
様
子

の
写
真
を
見
な
が
ら
、
そ
こ
に
あ

る
豊
か
な
育
ち
を
て
い
ね
い
に
読

み
解
き
、
寄
り
添
う
心
も
ち
と
援
助
す
る

手
立
て
を
学
ん
だ
講
習
で
あ
っ
た
。
園
の

形
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
代
、
三
歳
児
以

下
の
子
ど
も
た
ち
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
井
桁

先
生
の
話
は
明
確
で
聞
い
て
い
る
と
そ
の

映
像
が
目
に
浮
か
び
、
あ
っ
と
い
う
間
の

二
時
間
半
で
あ
っ
た
。

　

今
の
保
護
者
世
代

は
、
み
ん
な
と
同
じ

で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
同
調
圧
力
の
環
境

の
中
で
育
ち
、
周
囲

か
ら
見
て
「
い
い
親
」

で
あ
ろ
う
と
す
る
。

そ
し
て
、
自
分
の
子

に
も
同
じ
よ
う
に
躾

て
し
ま
う
の
で
あ

る
。「
子
ど
も
に
と
っ

て
、
泣
く
こ
と
は
表

現
」
自
由
な
表
現
を

読
み
取
ら
な
け
れ
ば

学
び
に
つ
な
が
ら
な

い
。
泣
い
て
い
る
子

を
抱
っ
こ
す
る
だ
け
で
は
、
た
だ
の
子
守

で
あ
る
。
泣
い
て
い
る
理
由
を
見
分
け
、

欲
求
を
満
た
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
あ
る
。
乳
児
は
体
験
こ
そ
足
り
な
い

が
大
人
と
同
じ
く
ら
い
感
性
が
あ
る
。
こ

と
ば
に
で
き
な
い
学
び
を
日
々
、
体
感
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
履
け
た
こ
と
が
嬉
し

く
て
靴
下
を
三
枚
履
い
て
き
た
子
、
こ
の

子
は
こ
の
体
験
か
ら
何
を
学
ぶ
だ
ろ
う

か
。
靴
下
を
三
枚
履
く
と
「
靴
を
履
く
こ

と
が
で
き
な
い
」
だ
か
ら
、「
長
靴
を
履

い
て
き
た
」
園
で
生
活
を
す
る
に
も
三
枚

だ
と
「
す
べ
る
」「
動
き
に
く
い
」
し
か

も
「
脱
ぐ
こ
と
が
面
倒
」
し
か
し
、
寒
い

時
期
に
は
靴
下
を
三
枚
履
く
と
「
あ
っ
た

か
い
」
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
子
は
自
ら
体
験
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

考
え
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
体

験
は
そ
の
子
の
生
き
て
い
く
力
に
な
る
の

だ
。
保
育
教
諭
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
発

性
、
知
的
好
奇
心
を
と
め
て
は
い
け
な
い

の
で
あ
る
。
体
験
は
身
に
な
り
、
問
題
解

決
力
、
障
害
を
乗
り
越
え
る
力
が
つ
く
。

　

井
桁
先
生
は
、私
た
ち
は
子
ど
も
の「
知

り
た
い
・
見
た
い
」
を
引
き
出
し
、
子
ど

も
の
あ
り
の
ま
ま
の
表
現
を
認
め
る
役

目
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
魅
力
を
見
極

め
、
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
お
返
し
す
る
の
で

あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
第
一
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

平
成
二
十
七
年
七
月
十
日（
金
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
三
十
九
名

内
容　
『
新
制
度
に
向
け
て　

心
と
言

　
　
　
　

   

葉
を
育
む
保
育
』

　
　
　
　

   

〜
子
ど
も
の
心
と
こ
と
ば
を

　
　
　
　

   

育
て
る
保
育
者
の
か
か
わ
り
〜

講
師

　

公
益
財
団
法
人
幼
少
年
教
育
研
究
所　

斎
藤 

二
三
子 

氏

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
幼
稚
園
で
も
、
未

満
児
へ
の
教
育
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

講
義
内
容
は
、
主
に

乳
幼
児
へ
の
関
わ
り

方
を
中
心
に
、
童
歌

や
手
遊
び
を
行
い
な

が
ら
、
と
て
も
楽
し

い
雰
囲
気
で
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
た
。

　

言
葉
を
育
む
上
で

大
切
な
こ
と
は
、「
遊

び
な
が
ら
教
育
す

る
」
こ
と
で
あ
る
と

改
め
て
実
感
し
た
。

手
遊
び
で
は
子
ど
も

の
発
想
を
取
り
入
れ

な
が
ら
行
う
こ
と
で

様
々
な
会
話
が
飛
び

交
い
、
言
葉
が
豊
か
に
な
る
。
ま
た
、
保

育
者
が
愛
情
を
持
っ
て
丁
寧
に
関
わ
る
こ

と
が
心
を
育
ん
で
い
く
。
他
に
も
、
言
葉

の
少
な
い
子
へ
の
対
応
や
全
国
で
主
流
に

な
っ
て
い
る
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
た

保
育
な
ど
、
す
ぐ
に
保
育
で
生
か
せ
る
内

容
の
も
の
ば
か
り
で
、
有
意
義
な
講
習
と

な
っ
た
。

　
就
職
説
明
会

期
日　
平
成
二
十
七
年
七
月
十
二
日
（
日
）

会
場　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

　

参
加
園
数　

百
四
十
七
園

　

参
加
者
数　

四
百
六
十
名

参
加
者
内
訳

　

県
内
学
生　

三
百
七
十
五
名

　

県
外
学
生　

八
十
五
名

　

一
般　
　
　

一
名

　

十
九
回
目
と
な
る
栃
幼
連
主
催

の
就
職
説
明
会
が
、
今
年
も
マ
ロ

ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。
群

馬
県
就
職
説
明
会
と
同
一
日
程
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
か
参
加
者
は
昨
年
よ
り
若
干

少
な
か
っ
た
が
、参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す
る
園
で
熱
心
に
説
明

を
受
け
て
い
た
。

　

近
年
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
早
期
退
職
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
対
策
と
し
て
、

八
月
三
十
一
日
ま
で
は
学
生
が
自
由
に
他

園
へ
の
応
募
・
選
考
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
取
り
決
め

を
行
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
下
で

行
わ
れ
た
今
年
の
就

職
説
明
会
で
あ
っ
た

が
、
幼
稚
園
に
と
っ

て
も
、
学
生
に
と
っ

て
も
非
常
に
有
意
義

な
時
間
を
持
て
て
い

た
よ
う
だ
。
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に
の
み
や
認
定
こ
ど
も
園　

上
野
和
彦

　

八
月
十
七
日
（
月
）

〜
十
九
日
（
水
）、
栃

木
県
立
と
ち
ぎ
海
浜

自
然
の
家
に
て
、
県

内
幼
稚
園
新
規
採
用

教
諭
宿
泊
研
修
が
行

わ
れ
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
、「
幼
稚
園
の

保
育
者
に
ふ
さ
わ
し

い
①
明
朗
で
決
ま
り

よ
く
行
動
す
る
生
活

体
験
、
②
豊
か
な
自

然
体
験
や
、
③
積
極

的
に
社
会
人
と
し
て

の
体
験
を
積
む
と
共

に
、
幼
児
教
育
へ
の

理
解
を
深
め
る
。」
と
い
う
目
的
の
も
と
、

寺
尾
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
栃
木

県
幼
稚
園
連
合
会
青
年
部
委
員
が
実
行
委

員
と
な
っ
て
準
備
し
た
様
々
な
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
た
三
日
間
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
生
活
や
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
関
係
性
を
深
め
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
し
研
修
が
始
ま
っ
て
い
っ

た
。
二
日
目
は
全
体
活
動
で
新
任
教
諭
と

し
て
悩
ん
で
い
た
り
、苦
し
ん
で
い
た
り
、

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
置
か
れ
た
立
場
は
違
え
ど
、
皆
お
な
じ

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
更
に
仲
間

意
識
・
団
結
力
を
高
め
た
。
そ
し
て
、
選

択
活
動
に
分
か
れ
即
実
践
に
活
か
せ
る
歌

や
制
作
、
ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な
遊
び
を
学

び
、
夕
食
後
は
両
日
と
も
任
意
活
動
に
希

望
で
参
加
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
学

ん
で
気
分
転
換
が
で
き
る
時
間
を
過
ご
し

た
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
活
動
時
間
以
外

を
有
効
に
使
い
、
最
終
日
に
発
表
す
る
手

遊
び
を
考
え
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
交
流

や
話
し
合
い
が
進
み
、
協
力
や
思
い
や
り

の
気
持
ち
が
育
つ
機
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

宿
泊
研
修
で
学
べ
る
こ
と
は
と
て
も
多

く
、
研
修
生
、
実
行
委
員
共
に
、
貴
重
で

充
実
し
た
三
日
間
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

  

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
関
東
地
区

  

教
員
研
修
茨
城
大
会

期
日　

平
成
二
十
七
年

　
　
　
　

 

八
月
四
日
（
火
）、
五
日
（
水
）

会
場　

つ
く
ば
国
際
会
議
場
他

大
会
テ
ー
マ

子
ど
も
の
『
今
』
に
寄
り
添
い
、
子
ど

も
と
『
未
来
』
を
き
ず
く　

〜
大
事
な
も
の
は
変
わ
ら
な
い
〜

　

財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
の

主
催
に
よ
り
、
全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会
関
東
地
区

教
員
研
修
茨
城
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
研
修
会
に
は
茨

城
、
埼
玉
、
千
葉
、

群
馬
、
神
奈
川
、
新

潟
、
山
梨
、
栃
木
か

ら
合
計
千
四
百
二
十

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

一
日
目
開
会
式
で
は
、
全
日
本
私
立
幼

稚
園
連
合
会
香
川
敬
会
長
、
関
東
地
区
会

原
徳
明
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
歓
迎
の
辞

茨
城
県
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
連

合
会
橋
本
幸
雄
会
長
、
祝
辞
を
茨
城
県
知

事
橋
本
昌
様
他
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。
感

謝
状
送
呈
で
は
前
年
開
催
県
・
栃
幼
連
石

嶋
理
事
長
が
授
与
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
『
子
ど
も
の
社
会
力
を
育
て

よ
う
』講
師
門
脇
厚
司
氏
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
行
わ

れ
た
。

　

二
日
目
は
会
議
場
周
辺
、
オ
ー
ク
ラ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
つ
く
ば
他
を
会
場

に
、
十
六
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、

実
の
あ
る
研
鑽
の
場
と
な
っ
た
。

  
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
研
修
会

期
日
　
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
日
（
木
）

会
場
　
二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

講
師

　
宇
都
宮
中
央
警
察
署　

交
通
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　

係
長　

斎
藤 

　
大 

氏

　

栃
木
交
通
バ
ス
㈱
運
行
部

　
　
　
　

運
行
部
長　

石
﨑 

隆
英 

氏

・
交
通
死
亡
事
故
の
加
害
者
と
被

害
者
の
違
い

　

加
害
者
：
帰
る
と
こ
ろ
あ
る

　

被
害
者
：
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い

・
幼
稚
園
バ
ス
の
年
間
事
故
数

二
〇
〇
件
（
内
、
園
児
の
負
傷
者
事
故

は
年
間
九
〇
件
）

・
幼
稚
園
バ
ス
事
故
の
特
徴

①
バ
ス
停
に
は
園
児

の
弟
や
妹
が
待
っ

て
い
る

②
二
歳
以
下
の
子
ど

も
歩
き
始
め
た
ば

か
り
の
子
ど
も
が

い
る

③
発
車
時
に
園
児
で

な
い
子
ど
も
を
ひ
い
て
し
ま
う

・
幼
稚
園
バ
ス
事
故
の
対
策

①
十
分
な
確
認

②
ミ
ラ
ー
に
頼
ら
ず
直
接
目
視

③
不
安
を
感
じ
た
ら
降
車
確
認

・
も
し
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら

①
続
発
事
故
の
防
止

②
負
傷
者
の
救
護

③
警
察
へ
の
通
報

④
事
故
状
況
を
把
握

し
て
お
く

⑤
相
手
側
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・

車
輌
ナ
ン
バ
ー
を

確
認
を
す
る

⑥
園
に
報
告
す
る
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今
年
度
の
実
施
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成

足
利
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

②
幼
児
期
の
表
現
（
絵
画
）
活
動

さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
が
丘
幼
稚
園

③
幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

認
定
こ
ど
も
園
仁
神
堂
幼
稚
園

④
協
同
的
な
学
び
が
生
ま
れ
る
保
育
と
は

作
新
学
院
幼
稚
園

　

ま
ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
７
２
１
５

冷
静
に
な
る
時
間
を
作
っ
て
、
一
人
一
人

の
本
当
の
気
持
ち
を
感
じ
と
る
努
力
を
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
協
議
で
自
分
に
な
か
っ
た
意
見
に

出
会
え
た
り
、
自
分
の
意
見
に
共
感
し
て

も
ら
え
た
り
す
る
中
で
、
幼
児
理
解
へ
の

考
え
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
助
言
者
か
ら
は
、
豊
か
な
御
経
験

か
ら
、
多
様
な
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼

稚
園
教
諭
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
認
識
し
、
明
日

か
ら
の
励
み
に
な
っ
た

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

 
教
育
課
程
研
究
集
会（
幼
児
教
育
）第
一
日

　

六
月
十
日
に
教
育
課
程
研
究
集
会
（
幼

児
教
育
）
の
第
一
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、「
幼
稚
園
教
育
理
解
推
進

事
業
」（
文
部
科
学
省
主
催
）
の
都
道
府

県
協
議
会
に
該
当
す
る
も
の
で
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
の
質
の
保
証
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た

今
年
度
の
協
議
主
題
は「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
切
な
実
施
」
と
「
特

別
支
援
教
育
」
で
す
。

　

午
前
中
に
、
文
京
区
立
第
一
幼
稚
園
の

桶
田
ゆ
か
り
園
長
よ
り
、
協
議
主
題
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
教

育
要
領
の
理
念
に
立
ち

返
り
、
理
念
を
実
現
す

る
た
め
の
教
育
課
程
の

編
成
、
実
施
、
評
価
、

改
善
に
つ
い
て
解
説
し

 

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
　
第
三
日

 

（
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
第 

17
分
科
会
）

　

七
月
三
十
一
日
に
、
新
規
採
用
幼
稚
園

教
諭
研
修
第
三
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
県
教
育

委
員
会
総
務
課
人
権
教

育
室
の
青
柳
恵
美
指
導

主
事
よ
り
「
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
教
育
」

を
題
に
人
権
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
先
入
観
や
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
て
子
ど
も
に
接
し
て
い
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
よ
り「
幼

児
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
及
び
映
像
資

料
を
通
し
た
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、十
一
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
指
導
助
言
者
の

も
と
、
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
の

保
育
の
映
像
視
聴
を
基
に
、
視
線
や
表
情

に
表
れ
る
幼
児
の
思
い
や
、
年
齢
に
よ
る

発
達
に
応
じ
た
教
師
の
援
助
に
視
点
を
当

て
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「『
幼
児
理
解
』・『
発

達
の
課
題
』・『
具
体
的

な
援
助
』
と
い
う
三
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
忙
し
く
て
つ
い
指
示
的

に
な
る
が
、
少
し
で
も

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
教

育
に
お
け
る
今
日
的
な
課
題
で
あ
る
「
特

別
支
援
教
育
」
に
つ
い
て
も
、
園
全
体
で

計
画
的
、
組
織
的
に
取
り
組
む
意
義
や
方

法
に
つ
い
て
、自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、協
議
主
題
ご
と
の
分
科
会
で
、

演
習
や
グ
ル
ー
プ
協
議
を
通
し
て
、
さ
ら

に
主
題
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。そ
し
て
、

一
人
一
人
が
自
分
の
園
の
現
状
や
課
題
を

振
り
返
り
、
研
究
の

方
向
性
を
決
め
ま
し

た
。

　

第
二
日
の
八
月

二
十
八
日
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
を
持

ち
寄
り
協
議
主
題
に

迫
り
ま
し
た
。

 

園
内
研
修
、
支
援
し
ま
す
♡

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
・
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
、
幼
稚
園

や
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
園
内
研
修
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

園
の
研
究
テ
ー
マ
や
喫
緊
の
課
題
等
の

解
決
に
向
け
て
、
多
様
な
研
修
の
手
法
を

紹
介
し
た
り
、
最
新
の
情
報
を
提
供
し
た

り
し
な
が
ら
、
教
職
員
の
人
材
育
成
、
教

育
・
保
育
の
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
も
ち
ろ

ん
、
開
始
時
刻
や
所
要

時
間
等
、
各
園
が
効
果

的
に
取
り
組
め
る
よ
う

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　 

こ
れ
か
ら
の
研
修

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
Ⅰ
）

《
明
日
の
保
育
が
変
わ
る
記
録
の
在
り
方
》

　
十
月
十
六
日
（
金
）

　

講
話
「
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の

　
　
　
　

記
録
の
在
り
方
」

　

千
葉
大
学
教
育
学
部

准
教
授　

砂
上　

史
子 

先
生

　

講
話
・
演
習

　

「
記
録
の
取
り
方
と
生
か
し
方
」

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
Ⅱ
）

《
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
と
活
用
》

　
二
月
四
日
（
木
）

　

講
話
「
要
録
の
意
義
と
役
割
」

　

明
治
学
院
大
学

　

特
命
教
授　

赤
石　

元
子 

先
生

　

講
話
・
演
習

　
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
」

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！
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七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
、
標
記
調

査
等
を
幼
稚
園
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営

状
況

・
会
計
処
理
状
況　

等

　

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

設
置
者
宛
て
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
調
査

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
調
査
対
象
外
の
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
日
常
業

務
の
再
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等

が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
願

い
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
下
旬
（
予
定
）

・
平
成
二
十
七
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ
い
て

は
、
十
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

別
途
通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ
き
提

出
願
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
下
旬
（
予
定
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係

書
類

一　

特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア　

対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ　

対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

関
す
る
調
書

ウ　

対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限　

十
月
二
十
三
日
（
金
）

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
は
、
児
童
相
談
所
の
判

定
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
　

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ　

各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

三　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

画
書

イ　

預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ　

保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
中
旬
（
予
定
）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。

編集後記
　

自
園
が
認
定
こ
ど
も
園
と
な
っ
て

半
年
。
園
の
教
育
方
針
に
沿
い
な
が

ら
、
保
護
者
の
意
識
と
職
員
の
意
欲

を
う
ま
く
調
和
さ
せ
て
い
く
の
が
私

の
役
割
で
あ
る
、
と
日
々
感
じ
て
い

る
。

　

県
内
、
全
国
、
世
界
に
は
様
々
な
幼
稚

園
や
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
託
児
施
設
が

あ
り
、
機
能
も
特
色
も
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う

が
、
そ
れ
ら
の
見
識
や
興
味
を
持
つ
の
は

限
ら
れ
た
専
門
職
や
経
営
者
が
ほ
と
ん

ど
。
親
は
自
分
の
生
活
圏
内
で
、
よ
り
便

利
に
、
評
判
が
よ
く
、
よ
り
理
想
的
に
、

よ
り
安
く
、
長
く
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
施
設
を
探
す
の
が
実
情
。
い
く
つ
か
選

択
肢
が
与
え
ら
れ
た
場
合
、
最
終
判
断
は

そ
こ
で
働
く
「
人
」
と
の
関
係
や
、
そ
の

園
で
子
ど
も
が
出
会
う
「
人
」
に
期
待
す

る
こ
と
、
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
た
ち
の
仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
と
難
し

さ
は
、
未
来
の
担
い
手
と
な
る
「
人
」
の

育
成
と
、環
境
と
な
る
「
人
」
の
養
成
と
、

地
域
の「
人
」と
の
つ
な
が
り
が
絡
み
合
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

何
園
で
あ
ろ
う
と
、
私
が
生
き
る
と
決

め
た
こ
の
場
所
で
、
様
々
な
「
人
」
が
必

要
と
し
て
く
れ
る
現
実
が
あ
る
か
ら
、
や

り
が
い
と
生
き
が
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、

と
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
舎
で
自
負
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
篠
原　

真
木
子
）

訃

　報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
那
須
塩
原
市

　
黒
磯
い
ず
み
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園

　
　理
事
長
　
磯

　昭
二

　先
生
　

　
　
　
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日  

逝
去

＊
県
大
会
予
告
＊

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

　

 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園
　

　
　
理
事
長・園
長
　
松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

平
成
二
十
七
年

　十
月
〜
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

10
月
１０
日

〜
10
月
２４
日
　
第
22
回
　
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
１５
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
１６
日
　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
佐
野
市
）

10
月
１６
日
　
※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

10
月
２６
〜
２７
日
　
第
３１
回
　
全
日
私
幼
連
　
設
置
者
・

　
　
　
　
　
園
長
全
国
研
修
大
会（
岩
手
）

10
月
３１
日
　
公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

11
月
４
日
　
※
５
年
目
研
修

11
月
５
〜
６
日
　
全
日
私
幼
連
　
関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
千
葉
）

11
月
６
日
　
※
特
別
支
援
教
育
研
修

11
月
１０
日
　
※
１０
年
経
験
者
研
修

11
月
１１
日
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月
１４
日
　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

11
月
１８
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

11
月
１９
〜
２０
日
　
第
５５
回
　
関
東
甲
信
越
静
地
区

　
　
　
　
　
造
形
教
育
研
究
大
会

11
月
２５
日
　
※
５
年
目
研
修

11
月
３０
日
　
０
・
１
・
２
歳
児
研
修

12
月
５
日
　
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅺ

12
月
１６
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

12
月
２１
日
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　  

※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
指
導
監
査
の
実
施
に
つ
い
て


